












































（Maternity and Child Welfare Clinic）が設置されている（2）。ネウボラの多くは小学校に隣設してい
るがコミュニティーヘルスセンターの一部として設置されている場合や、住宅街に単独で設置














妊娠中 8 〜11回ネウボラ（Maternity Clinic）において定期的に妊婦健康診査を受け、うち 2 〜 3
回は医師による診察となる。保健師は、妊婦健康診査時には、検尿、血圧、腹囲、子宮底長、










評価していた（4）。分娩病棟には、分娩室が19室（すべて LDR）あり、約50名の助産師が 3 交代で





























の経過と退院の時期を「IPANA」により把握すると褥婦とコンタクトをとり、産後 1 〜 2 週
間の間に家庭訪問を行い、母児の健康状態の把握と個別保健指導を行う。フィンランドでは、
基本的にその時期、男性は育児休業をとっているので、父親を含めた育児指導も可能である。
その後は、生後 1 ヶ月時点でネウボラにおける健康診断が再開し、以降は子どもネウボラ（Child 
Welfare Clinic）として、子どもの発育・発達の評価が中心の介入となる。健康診査の記録は、
Fig. 2 　分娩室（LDR：Living & Delivery Room） Fig. 3 　分娩室（LDR）（ 2）
※家族で過ごせるようソファなども完備









データと保健師のコメントが記録される（Fig. 6 ）。子どもネウボラの定期健康診査は、生後 6 ヶ
月までは毎月、それ以降は 8 ヶ月、10ヶ月、12ヶ月、18ヶ月、 2 歳、 3 歳、 5 歳、 6 歳まで保













校（General Upper Secondary Schools）または職業学校（Vocational Institution）に進学するが、高校入
Fig. 6 　フィンランドの母子手帳 Fig. 7 　小児科医による 4ヶ月児診察
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試はなく、本人の希望と適性によって決められる。その後は、高等教育に相当する大学
（University）または応用科学大学（University of Applied Sciences）と呼ばれる職業訓練の為の大学
に進学することになる。大学進学時には入試が行われ、進学率は、50％程度とされている。大
学教育は、学部教育は 3 年間、修士課程 2 年間、博士課程で構成される。いずれも単位制で、
必要単位を習得し、卒業認定試験に合格して修了となる。義務教育から大学院に至るまで、学
費は無償である。看護教育は、大学および応用科学大学で行われるが、主に研究者育成を行う
Nursing Academic University は、University of Helsinki, Tampere University, University of 
Turku, University of Oulu, University of Eastern Finland の 5 校、実践者を育成する応用科学
大学（University of Applied sciences）は、全国に24校あり、その内、助産師教育プログラムがあ
るのは 7 校である。本稿では、保健師・助産師プログラムを併せ持つ Tampere University of 
Applied Sciences（通称 TAMK）の教育プログラムについて述べる。TAMK では、 7 つの専門
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Credit Transfer and Accumulation System）が用いられ、1ECTS は、25〜30時間（講義・演習前後の
自己学習を含む）に相当し、年間60単位を修得することを標準としている（6）。学生は、入学時点
Table. 1 　タンペレ応用化学大学（TAMK）における看護教育カリキュラムの概要
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でプログラムを選択しているので、保健師および助産師の教育プログラムには看護基礎教育科



































































































































査にご協力いただいたネウボラスタッフの皆様、タンペレ応用科学大学 Mari Laaksonen 講師、Arja 





（ 2 ）　Tampere city:
　https://www.tampere.fi/en/social-and-health-services/services-for-families-with-children/maternity-
and-child-welfare-clinics/maternity-clinics.html
（ 3 ）　Ministry of social affaires and health,stm.fi/en
（ 4 ）　Tampere University Hospital: https://www.tays.fi/en-US/Pregnancy_and_childbirth/Childbirth
（ 5 ）　https://www.minedu.fi
（ 6 ）　The European Qualifications Framework （EQF） for Professional: Directive 2005/36/EC
　https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX%3A32013L0055
（ 7 ）　TAMK Degree Program in Nursing and Health care, Public Health Nursing（19Th）（2019）
　https://opinto-opas-ops.tamk.fi/index.php/en/167/en/49597/19TH/year/2019
（ 8 ）　子どもと家族の「関係性支援」研修：公益社団法人母子保健推進会議共催，2019：jp-fi-leaflet.pdf
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